
67 

Ⅲ 調査結果のまとめ（平成２５年度） 

 

１ 総合的にみた結果 

 

 

 

 

 

○ 総合判定結果（Ａ～Ｅの５段階）では、男子は年齢が進むにつれてＡ判定の

児童生徒が増える傾向にあるが、女子では中３以降Ａ判定の割合に大きな変

化はない。 

○ 総合判定結果のＥ判定については、男女とも小１が最も高く、高３が最も低

い値である。学年が進むにつれて、Ｅ判定の児童生徒が減少する傾向にある。 

● 高等学校（定時制）では、男女ともＡ判定の生徒が少なく、女子生徒のＥ判

定の割合が極めて高くなっている。 

 

（１）平均値の年次推移（Ｈ１７～Ｈ２５）から  （資料Ｐ.５２～６０参照） 

○ 「上体起こし」「長座体前屈」「５０ｍ走」では、緩やかな上昇傾向にある。 

○ 「上体起こし」では、全ての年齢において上昇傾向が見られる。特に、中学

校３年生以上の女子における上昇傾向が著しい。 

○ 「長座体前屈」では、中学校の男子と女子の多くの年齢において上昇傾向が

見られる。 

○ 「５０ｍ走」では、小学校低学年を除く全ての年代の男子において、上昇傾

向が見られる。 

● 「握力」「ボール投げ」について、緩やかな下降傾向にある。 

● 「ボール投げ」では、特に小学校での下降傾向が大きい。 

● 一部の種目を除いて、小学校１年生が前年を下回っている。 

 

（２）昭和６０年代との比較から  （資料Ｐ.６１～６４参照） 

○ 全体的に、昭和６０年代の水準より低いものの、回復傾向にある。 

○ 男子の「５０ｍ走（中３、高３）」、女子の「５０ｍ走（中３）」では、昭

和６０年代とほぼ同等である。 

● 女子の「持久走（中３、高３）」「ボール投げ（小６、中３、高３）」は、

昭和６０年代の水準から下降傾向にある。 

 

２ 全国平均との比較 

 

 

 

 

 

 昭和６０年代と比べて、全体的に低い状況にある。 

 小学校においては、ほとんどの項目が全国平均を下回っている。 

 高等学校になると、全国平均を上回る項目が増加する 

「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」（小５・中２）との比較 

   全国平均を上回る項目の割合 

  小学校  約３８％（ ６項目／全１６項目） 

   中学校  約７８％（１４項目／全１８項目） 
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○ 「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」（小５・中２）との比較では、小

学校では約３８％、中学校では約７８％と、小学校よりも中学校が全国平均

を上回る項目数が多い。 

○ 「５０ｍ走」「反復横とび」「ボール投げ」の３項目は、小５、中２ともに

全国平均を上回っている。 

● 「握力」は、小５で全国平均を下回っている。「上体起こし」「２０ｍシャ

トルラン」では、中２（男子）以外で全国平均を下回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「体力・運動能力調査」（６歳～７９歳）との比較では、全国平均と同等か

上回っている項目の割合が、高等学校で約９４％と高い値を示している。中

学校では約３１％、小学校では約１０％の項目が全国平均と同等か上回って

いる状況である。 

● 小・中学校の男女とも、「握力」「２０ｍシャトルラン」「持久走」「立ち幅跳

び」で全国平均を大きく下回っている。 

 

 

 

 

 

 
３ 校種別にみた結果 
 ＜小学校＞ 

○女子においては 「上体起こし」「長座体前屈」「ソフトボール投げ」が、多

くの学年で全国平均に近い値を示している。 

● 「握力」「２０ｍシャトルラン」「立ち幅跳び」が、全国平均より低い値を

示している。 

● 年次推移をみると、「ソフトボール投げ」では、男女とも低下傾向にある。 

● 総合判定では、男女とも学年が進むにつれて、Ａ，Ｂの判定が若干増え、Ｄ，

Ｅの判定が若干減少しているものの、中学校や高等学校のような向上は見ら

れない。 

 

＜中学校＞ 

○ 「長座体前屈」が、全ての学年で全国平均より高い値を示している。 

○ 「上体起こし」「５０ｍ走」「ハンドボール投げ」が、多くの学年で全国平

均に近い値を示している。 

「体力・運動能力調査」（６歳～７９歳）との比較 

全国平均を上回る項目の割合 

  小学校   約１０％（１０項目／全９６項目） 

   中学校   約３１％（１７項目／全５４項目） 

   高校（全） 約９４％（５１項目／全５４項目） 

   高校（定） 約４２％（３０項目／全７２項目） 

【参考】「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」（小５・中２） 

   体力テスト合計点平均の全国順位 

     小５（男子） ２３位、  小５（女子） ２４位 

     中２（男子） １３位   中２（女子） １４位 
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○ 総合判定では、男女とも中３のＡ判定の割合が高く、男子で約１９％、女子

で約２５％となっている。 

● 「持久走」「２０ｍシャトルラン」の値が低い。 

● 総合判定では、女子においてＤ，Ｅの判定が３年生になると増加しており、

体力が高い生徒とそうでない生徒の２極化の傾向が表れている。 

 

＜高等学校（全日制）＞ 

○ ほとんどの項目において、全国平均と同等か高い値を示している。 

○ 「上体起こし」「反復横とび」「２０ｍシャトルラン」が、ここ数年上昇傾

向にある。他の項目についても、ほぼ横ばいである。 

○ 総合判定では、学年が進むにつれて男子のＡ判定が多くなり、高３男子では

Ａ判定の割合が約３８％と全学年で最も高い値を示している。 

● 男子においては、「握力」全国平均より下回る学年がある。また、男女とも

ここ数年低下傾向が見られる。 

● 昭和６０年と比べ、他の年代より体力が低下している傾向が見られる。 

 

＜高等学校（定時制）＞ 

○ 「長座体前屈」「上体起こし」が高い値を示している。 

● Ｅ判定の生徒の占める割合が高く、男子と比較して女子のＥ判定が高くなっ

ている。また、高２女子のＥ判定の割合が、約４４％と最も高くなっている。 

 

３ 本県の体力状況と指導の方向（考察） 

（１）小学生の段階から、「柔軟性」「敏捷性」の項目が優れており、素早く巧み

に動くことができる児童が多いと言える。小学生は、この時期に特に高めた

い「体の柔らかさ」「巧みな動き」を身に付けていると判断できる。 

（２）全国平均を上回る項目の割合は、小学校、中学校、高等学校と、学年が進む

にしたがって増える傾向が定着している。今後、小学校において、休み時間

の運動遊びや学校としての体力向上の取組を充実させることで、中学校、高

等学校の体力向上を一層図ることができる。 

（３）小・中学校、高等学校を通して、男女とも多くの学年の「握力」が、全国平

均を下回る傾向がここ数年見られる。また、中学校、高等学校の女子に体力

に優れる者とそうでない者との２極化の傾向が見られることから、保健体育

の授業や部活動の時間における運動量の確保が求められている。 

（４）「握力」「ボール投げ」の項目で、体力の低下傾向が見られることから、全

身の筋力アップを図るトレーニングやボールを使った運動を工夫し、重点的

に取り組む必要がある。 

（５）小・中学校においては、全ての学年において「２０ｍシャトルラン」と「持

久走」の項目が全国平均を下回っていることから、持久走や縄跳びなどの持

久力を高める運動を気候に配慮して重点的に取り組む必要がある。 

（６）小学校低学年のうちから、運動することが好きな児童とそうでない児童の二

極化や、体力が低い児童の固定化が顕著であることから、体力テストの結果

等をもとに、個別指導の充実を図る必要がある。 
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Ⅳ 今後の取組 

 

１ 教科の体育の授業はもとより、日常生活における運動実践の場を充実させる 

（１）自ら進んで運動を実践する習慣を身に付けることができるようにするため、

運動の機会（休み時間や児童会活動、部活動など）を確保する。 

（２）小学校では、仲間とともに楽しみながら多様な運動経験をすることに重点を

置き、教科体育では「体つくり運動」を一層充実させるとともに、体育的行

事等との関連を図った日常的な運動実践の場の充実を図る。 

（３）中学校及び高等学校では、小学校の取組に加え、教科体育では「体育理論」

で運動に対する理解を深めるとともに、運動部活動において効率的な運動が

できるよう、運営方法や指導方法を工夫する。 

 

２ 運動に親しむ資質や能力を育て、体力の向上を図る 

（１）児童生徒の発達の段階と運動の特性を踏まえ、児童生徒が運動技能を身に付

け、仲間と一緒に運動する楽しさや喜びを味わうことができるようにする。 

（２）「チャレンジスポーツｉｎぎふ」を活用するなどして、児童生徒の発達の段

階に即した適切な運動の機会を計画的・継続的に位置付け、体力の向上を図

るようにする。 

（３）教育委員会等においては、幼児期運動指針を踏まえ、幼児期における多様な

動きづくりや発達段階に応じた遊びが充実するよう幼稚園等に働きかける。 

 

３ 体力が低い児童への個別指導の充実を図る 

（１）体力状況の二極化傾向と、体力が低い児童生徒の固定化傾向に対応して、全

校的な取組の充実と共に、継続的な個別指導についても充実を図る。 

 

 参 考  

〈テスト項目と体力評価〉 

テスト項目 体力評価 テスト項目 体力評価 

握力 筋力 シャトルラン又は持久走 全身持久力 

上体起こし 筋力・筋持久力 ５０ｍ走 スピード・走能力 

長座体前屈 柔軟性 立ち幅とび 筋パワー 

反復横とび 敏捷性 ボール投げ 筋パワー・投能力・巧緻性 

 

〈標準偏差（ＳＤ）〉 

   標準偏差とは、平均値を基準にして、集団の散らばり具合を示す度合いである。標準

偏差が大きい場合は、その集団の散らばりが大きく異質集団であるといえる。その反対

に標準偏差が小さい場合は、集団の散らばりが小さく等質集団であるといえる。 

 

〈Ｔスコア〉 

     個人の記録を比較し、集団の中で相対的な位置を知ろうとする場合、異種目の比較や

同一種目であっても異単位な場合の比較が可能な方法が必要である。その代表的な方法

がＴスコアである。 

   Ｔスコアは、集団の平均を５０点とし、そこから標準偏差の１倍離れたものを４０点

と６０点に、２倍離れたものを３０点と７０点に換算した数値である。 


